


































































































































































































































































































































































































































































種　　類 20分 30分 40分 10分pH難癖 管内管外 管内管外 管内管外 管内管外
　20分　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　一　　　　　　一
ﾇ内管外
　30分＿L一下蒐．＿
ﾗ岡納開??? 水　　8．2　朴　　一　　＋
瘍’　4．2　ド　一　　±
　　　　　　　j瘍　＆2＋1P　一
??﹇???? ＋卜　　H十　　十L
｛a　1十　1　1－L
十L　　一　　　十
↑????﹇????? ???????
第7表　肉腫抽出液及び血満のLeukotaxine（×〉作用の比較
　　　　　　　　　　　　第　　1　　例
馴・Hi．10分画30纂
　　　　　　内壁内減内山
40分　　　10分
　　　　　　　　　　血
内例内囲内
第　　’［［　例
20分　　　30分
野　　　　　’管
40分
種
??????????????????↑?????????????????????
列内
????
外
??
内固
????
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第8表　肉厘の凍結遠沈上清のLeukotaxine作用
時　　間
種　　類
対照〔Tyrode＞
｝Lut　　　三
曲　　　　フk
血　　　　清
5分　　　　　10分　　　　20分　　　　30分
　　血　　　　．一一■　一　管
外1内　外　内
40分 50分
内　　外　　内 外　　内　　外
?
外
???? ????
十
?↑??????
??
?????↑
??
????
第9表　Leuko七axine作用とpH
時　　間 5分
種 類
10分　　　　20分
　一．一コニー　血二一一．1’rr一”
内　　外　　内　　外
30分　　　　　40分
一一一一一管
内　　外　　内　　外
60分
腫瘍乳剤上清
pH：7，6血清
pH　6、O血清
内　　歌 内　　外
??
十
括 十
??
??
?
???
??
??
→一ト
???十卜
H
什
朴
??
?
?
　以上の成績からみると．胸水は睡瘍と窒素量を同じにして
も白血球遊走促進作用は強い。また櫨瘍乳剤遠沈上清は
pH　4．6でこれをpH　8．2に修正したものより，若干強い白
血球遊走促進用を有するが胸水に比較すればかなり軽度で
ある。
　実瞼4：次に血清について前実験3に行ったと同様，
pHを修正し，且つ窒素量も腫瘍に一致せしめて実験を行
った。実験を行った煙瘍及び血清のpHはそれぞれ4．6及
び7．6のものであった。第7表の如き成績を得た。
　即ちpH　4．6血清が10分で強く白血球の血管集積を示し，
20分でpH　4．6血清及び二二はさらに強い白血球の血管集
積を示し，白．血球の血管外遊走も認められる。一・方pH　7．6
においては血清では同程度の白血球の血管内集積及び血管
外遊走を認めるが，pH　7．6の｝厘瘍では全く弱い。しかし40
分ではすべて同程度に認められる。即ちpH：の白血球反応
に対する影響は10分ないし30分において認められるが，
それ以降ではpHによる白血球反応の相異ははっきり認め
られなかった。
　実瞼5：以上の実験において使用した腫瘍乳剤，胸水
及び血満はすべて2倍稀釈液或は原液の遠沈上清液である
が，煙瘍の遠沈上清は軽度に混濁し，容易に遠沈されな
い粒子成分が共在しているので，当然異物作用が考えられ
る。本実験においては試料の凍結遠沈によって清澄な厘膓
乳剤抽出液を得て実験に供した。
　以上の試料の窒素量及びpHは次の如くである。
　　胸　　水　　3．362　mg／cc　N　　pH　7．2
　　瞳　　瘍　　0．347mg／cc　N　　pH　6．0
　　血清3．164mg／ccN　pH7．6
　次に接種材料たる胸水及び血清は窒素量において煙瘍と
同量になる様に稀釈調製した。
　こPtを同様0．2　ccづっ家兎背部皮下に注射し5，　IQ，20，
30，40，60分と皮下伸展標本により観察した。成績は第8
表の如くである。
　以上の成績から随蕩の清澄な抽出液も，やはり胸水に比
較して白血球遊走促進度が弱いことが分った。
　さらにpHの影響を考慮して，血清についてpH　7．6及
び6．0のものの作用を比較したが次に示す如く，その間に
大差はなかった。
　腫瘍のpHは6．0であった。
小 括
　以上の実験から本腫瘍抽出物の白血球反応促進作用は弱
く，いわゆるMenkinの胸水に見られたようなLeuko－
taxineの作用の存在は否定は出来ないが極めて弱く，ま
たpHの影響についても殆ど認めるものがなかった。
結 論
　1）家鶏肉腫Virusの援il種をうけた家鶏の！血液像は，
Virus感染24時間後白血球の急激な増加を認め，以降亥
第に減少し，8日後再び増加を示す。即ちag　1次白血球反
応はVirus注射局所の異物反応期，第II次白血球反応は
腫瘍増殖期に一致する。
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　　2）家鶏肉陳組織中にはMenkinのいわゆる，　Leuko一　　た。
taxineよう物質を極めて軽度に証明し得るに過ぎなかつ
49
（目召禾030．10．24受付）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Summary
　　　　1）　ln　the　circulating　blood　of　chicken　inoculated　with　chicken　sarcoma　virus，　marked
increase　in　the　number　of　leukocytes　was　observed　24　hours　after　inoculation，　followed
by　a　gradual　decrease；　thereafter，　a　similar　pattern　was　again　noticed　8　days　after
inoculation．　The　leukocytosis　in　the　early　stage　and　that　in　the　late　stage　were　found　to
correspond　to　the　reaction　in　the　st4ge　of　foreign　body　stimuli　and　that　in　the　stage
of　tumor　growth，　respectively．　’　　　　2）　A　minute　amount　of　leukotaxin－like　substance　was　obtained　from　the　tumor
tlssues．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　Oet．　24，　1955）
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